私見
　以上から、我々NLDは、共同不法行為による構成を否定し、C説のように、709条の不法行為により責任を追及していきたい。

　A説では、寄与度によって分割責任を認め、各個人の責任に応じた賠償を認めている点では妥当な解決方法が図られているといえる。

しかし、A説では共同不法行為という構成をとりつつ、その解決方法を図る点で問題がある。719条の規定では「連帯して責任を負う」とされている。

すなわち、全額賠償を認める場合と寄与度に応じた分割責任を認める場合とに分け、今回の事例を考えていく。
　
